
 

 

 

 

 

 

 

 

伝統文化に触れる 

            副校長 清水敦子 

 

 １枚の紙を何回か折り進めることによって様々

な形を作りあげることができる「折り紙」は、日本

の誇る伝統的文化として、海外から注目されてい

ます。折り紙は現代の子供たちとっても身近で親

しまれている遊びの一つです。日本には折り紙の

他にも「けん玉、お手玉、おはじき、こま」など、

昔から伝わってきた伝統的な遊びがあります。 

しかし、これらの伝統的な遊びを経験したこと

のない子供が増えています。津久戸小学校では、３

学期に１年生・２年生が、生活科の学習で伝統遊び

に取り組んでいます。経験のないことに取り組む

時、「面白そう！やりたい」「できるようになりた

い！」と積極的に活動する子もいれば、「できるか

な？」「どうやるのかな？」と不安そうに周りの様

子を見てから取り組む子など、様々です。遊具を共

有しながら教え合ったり、励まし合ったりするこ

とで、自然に子供たち同士の学び合いの輪が広が

っていきます。このことは、伝統遊びのよさのひと

つと言えます。今年は、民生児童委員の方にご協力

いただき、児童に伝統遊びを指導していただくこ

とができました。自分たちの知らなかった遊び方

を教わったり、上手になる裏技などを教わったり

して、伝統遊びの素晴らしさを実感する機会にな

りました。津久戸小では、伝統遊び以外にも、こと

の演奏体験や、和食器を使った給食体験などの伝

統文化に触れる学習や豊かな自然環境や日本人な

らではの道徳性を学ぶ学習などを行っています。

２０２０年に改訂された学習指導要領では、グロ

ーバル社会で活躍するための資質の一つとして、

異文化に対する理解と日本人としてのアイデンテ

ィティがあげられています。「日本ってどんな国？」

と尋ねられた時に、堂々と日本の素晴らしさを伝

えられる一助になるような教育活動を今後も実践

していきます。 

「えがく・つくる 思いひろがる」 

     

いよいよ展覧会が、２月１７日（金）１８日（土）に

開催されます。コロナ禍によって、ここ数年、共同作品

や、グループでの活動が思うように実施できませんで

した。しかし、行動制限がない今、展覧会だからできる

「みんなでつくる」貴重な取り組みを再開することに

しました。すでに、講堂で大きな絵を描いたり、玄関付

近に展示する長い垂れ幕を描いたりする活動に取り組

んだ学年もあります。その中で、子ども達は、材料や用

具を手に取って、見たり、感じたりしながら、友だちと

意見や思いを伝え合っていました。「これ、いいね！」

「ここ、やるわ」「こっちのほうがいいよ」など、いろ

いろな姿が見られました。 

 時には、意見のくい違いもあり、言い合っている姿も

見られましたが、授業が終わる頃には、なんとか折り合

いをつけていたように感じました。コロナ禍で、分断を

余儀なくされ、個々の活動が中心になっていましたが、

自分と異なる意見や思いにふれ、葛藤しながら「みんな

でつくる」活動に取り組むことで、自分の見方や考え方、

思いを広げる契機となってくれることを願っています。 

 展覧会のテーマは「えがく・つくる 思いひろがる」

です。体全体で実感し、描くことや作ること、そして、

鑑賞することを通して、「思いがひろがる」展覧会にな

れば幸いです。どの学年も最終準備に向かって頑張っ

ています。是非、ご来校、ご鑑賞ください！ 

 

家庭科室より 

 

今年度は、展覧会です。６年生は、刺し子を展覧会

作品として出品します。各自、刺したい図案を選んで

ひと針ひと針を丁寧に縫い進めています。５年生は、

授業で習った「玉止め玉結び」と「かがり縫い」と「な

み縫い」を基本としてフェルトでお弁当の中身を作っ

ています。縫い方や栄養素や彩りも考えて、「自分の

好きなおかず」「いつもお弁当に入っているおかず」

それぞれ思いを込めて制作しています。 

また、感染拡大に気を付けながら調理実習を実施す

る方向で計画をしています。児童には、できない可能

性もあると伝えています。できたとしても、私語を慎

み黙食は絶対です。世の中の状況によって左右されな

い学びが出来るようになるまでの辛抱ですが、早くそ

の日が来ることを心から待っています。 

展覧会まで、あと少し楽しく作品づくりをしていき

たいと思います。 

令和５年２月１日 

niti日 ２月号 新宿区立津久戸小学校 



音楽室から 

 

音楽室では 2 年生から 6 年生までが学習していま

す。今年度は感染予防を工夫しながらですが、歌唱や

リコーダーの学習もできるようになり、放課後は金

管バンドクラブの活動も行えるようになりました。 

1月には 3年生から 6年生まで、ことの演奏を体験

しました。3年生はリコーダーでも学習した「たこた

こあがれ」などのわらべうた。「うさぎ」に挑戦した

児童もいました。4年生は「さくらさくら」、5年生

は「こもりうた」、6年生は「越天楽今様」を演奏し

ました。6年生にもなると、これまでの経験を生かし

て、慣れた様子で取り組んでいました。 

 

事前学習で、練習用シートを使って糸の位置や指の動きを 

確認しました。 

      

 糸の名前で歌いながら、ことで演奏しました。 

 

 

 

         

              

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の生活目標 

『身の回りの物を大切にしよう』 

・使った物の片づけをしよう。 

・落とし物をしないようにしよう。 

・持ち物に名前をつけよう。 

・みんなで使う物を大切にしよう。 

 物を出したらしまうこと、持ち物に名前を書い

て、落とし物をしないように注意すること、物をこ

わさないように慎重に扱うこと等、繰り返し指導し

ます。ご家庭でもお声掛けください。また、手洗

い、うがい、マスク、換気に気を付け、感染予防対

策をしましょう。                   

（生活指導部）                

【お願い】 

〇同居するきょうだい又は親族に風邪症状がみられた場合、

ＰＣＲ検査を受ける前であってもお子様の登校は控えて 

くださるようご協力願います。 

〇新型コロナウイルス感染症の影響等により、お子様のこと

で不安等がありましたら、担任又は管理職にご相談くださ

い。 

 


